
みなさんの暮らしとつながっています。

Vol.Vol.5858
令和２年（2020年）９月1日発行令和２年（2020年）９月1日発行

主
な
記
事

6月定例会議のポイント、トピックス……4〜6
議員定数等に関する
市民アンケート調査結果………………8、 9
個人一般質問…………………………10〜15



02令和２年９月号

新型コロナウイルス対策最優先!

市長へ６項目を申し入れ

　正副議長及び各会派代表者で構成する「浜田市議会新型コロナウイルス対策支援本部」を設置しま
した。市のコロナ対策が迅速かつ的確に行われるよう、市民の方々からいただくご意見ご要望を議員
間で共有するとともに、それらを議会としてまとめる役割を担っています。それらは市の対策本部会
議に出席する正副議長を通じて市へ伝えられる仕組みとなっています。
　ウェブ会議も可能な会議から導入していくことになり、本支援本部会議において、まずは試験的に
行いました。浜田市議会においては、すでにタブレット端末が議員全員に貸与されていることからも
導入がスムーズでした。地方自治法において、ウェブ会議上ではできない会議もあるため、全てをオ

ンラインで実施することは今のところできませんが、災
害時における会議手法については、様々に検討し準備し
ておく必要があります。
　新型コロナウイルス感染者は増加傾向にありますが、
浜田市における感染予防策の徹底、市民の安心安全の確
保、また、地域経済の回復に向けて議員24名一丸となっ
て全力で取組んでまいります。

　４月23日、浜田市議会から市長に対して新型コロナウイルス感染症対策にかかる以下の６項目の申
し入れを行いました。
　その後、浜田市独自の支援策が提案され、順次審議を進めています。詳細は次ページ以降の５月臨
時会議ならびに６月定例会議の報告をご覧ください。

【申し入れ内容】
　１　浜田市に感染者を出さない予防措置を講ずること
２　医療提供体制の支援強化を講ずること

　３　浜田市独自の経済支援及び予算措置を講ずること
４　相談窓口体制の充実を図ること
５　スピード感ある分かりやすい情報提供を講ずること
６　庁舎内での予防対策を講ずること

ウェブ会議の実際の画面

申し入れの様子

新型コロナウイルス対策支援本部を設置



03 令和２年９月号

コロナ対策第１弾、約３億4,600万円を可決
　５月臨時会議においては、新型コロナウイルス感染症対策における市の独自支援
事業第１弾、約３億4,600万円の浜田市一般会計補正予算をはじめ、関連する条例改
正案を全会一致で可決しました。
　売り上げが落ち込んだ中小企業・個人事業主の方々への家賃補助、市内高等教育
機関へ通う学生への浜田市共通商品券の配布、ひとり親家庭への特別支援給付金給
付などが含まれます。
　これらの財源には、ふるさと応援基金が充てられており、国や県の補正予算を待
つことなく、スピード感を持った対策を打つことができました。
　国や県が同様の支援制度を創設した場合には財源振替などを行いますが、このほか、
浜田市には財政調整基金が約36億7,000万円あります。引き続き皆さまからの声を市
長へ届け、支援の充実に向けて議会一丸となって取組んでまいります。

議会時臨
月5

ふるさと応援基金とは？ 財政調整基金とは？
　浜田市に寄付されたふるさと寄附金を
適正に管理・運用するために創設した基
金のことです。

⃝寄附金の使い道⃝
１．石見神楽等の伝統芸能の継承に関す

る事業
２．自然環境並びに歴史的及び文化的な

資源の保全及び活用に関する事業
３．高齢者福祉及び地域医療の充実に関

する事業
４．青少年の健全育成に関する事業
５．その他目的達成のために市長が必要

と認める事業 平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度
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38.3 41.7

34.4 36.7

　年度間の財源の不均衡を調整するため
の基金で、長期的視野に立った計画的な
財政運営を行うため、財源に余裕のある
年度に積み立て、財源不足が生じる年度
に取り崩しを行います。

⃝基金の残高推移⃝

今回はこれが

ポイント!

（単位：億円）



04令和２年９月号

コロナ関連の請願・陳情を審査

補正予算で次の事業を可決しました

　６月定例会議では、市長提出議案15件、同意１件、議会追加提出議案１件の審議を行っ
たほか、新型コロナウイルスの影響を受け支援を求める市民や事業者等からの請願４件及
び陳情３件について審議を行いました。
　請願では、アルバイト収入が激減し生活に困窮する島根県立大学生から、経済的支援を
求める請願が提出され、学生が入居可能な市営住宅の確保などが検討されることになりま
した。また、大幅な受注減に苦しむ水産加工業者の組合からの緊急支援の要請を受け、給
付金等の支援が検討されます。
　陳情では、すべてのひとり親家庭への支援制度の適用を求める陳情があり、浜田市が独
自対策として行った児童扶養手当受給者への支援制度について、受給対象とならなかった
ひとり親家庭へも支援が引き続き検討されることになりました。また、浜田市公設水産物
マーケット組合からも、救済措置を求める陳情が提出され、審査の結果採択されました。

●病児・病後児保育室整備事業、休日診療所整備事業（5,948万円新規）
現在、市役所地階で実施されている病後児保育室を、病児保育もできる施設として休日
診療所と合築で新築整備する事業。

●浜田プレミアム付き飲食・宿泊応援チケット発行事業（1,078万円新規）
新型コロナウイルス感染症で大きな影響を受けている、市内の飲食店、宿泊施設におけ
る消費を促すため、プレミアム付きチケットを販売する事業。

●Ｗｅｌｃｏｍｅ浜田商品券発行事業（4,600万円新規）
新型コロナウイルス感染症収束後の市外旅行者への動機付けと消費喚起を図るため、市
内宿泊施設への宿泊者に商品券を配布する事業。

●リハビリテーションカレッジ島根支援事業（5,000万円増額）
学生の確保が困難な状況にあるリハビリテーションカレッジ島根に対し、経営の安定化
を目的とする無利子貸付を実施する事業。

議会例定
月6今回はこれが

ポイント!



05 令和２年９月号

　
６
月
定
例
会
議
で
は
、
島

根
県
立
大
学
生
か
ら
出
さ
れ

た
請
願
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
請
願
の
趣
旨
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
が
激
減
し
生
活

に
困
窮
す
る
学
生
が
増
え
、

恒
常
的
な
支
援
と
し
て
①
学

生
が
入
居
可
能
な
市
営
住
宅

の
確
保
、
②
安
価
な
学
生
寮

の
借
り
上
げ
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、

③
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
な

ど
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
「
市
内
高
等
教
育

機
関
学
生
支
援
」
と
し
て
、

浜
田
市
共
通
商
品
券
（
１
万

円
）
を
県
立
大
学
や
専
修
学

校
の
学
生
な
ど
に
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
学
生
等
市
営
住

宅
居
住
支
援
と
し
て
10
戸
を

提
供
す
る
ほ
か
、
学
生
支
援

の
た
め
の
空
き
家
等
活
用
事

業
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
県
は
学
生
に
対
し
授
業
料

の
一
部
の
減
免
、
国
は
学
生

１
人
に
最
大
20
万
円
の
給

付
、
授
業
料
の
減
免
支
援
な

ど
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

問
な
ぜ
、
こ
の
給
付
金

は
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
の
み
の
支
給
と
な
っ
た

の
で
す
か
？

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
拡
大
に
伴
い
、
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
低
所
得

の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
が

経
済
的
な
困
窮
が
考
え
ら
れ

る
こ
と
。
そ
し
て
早
急
に
対

応
し
た
い
と
い
う
観
点
で
、

申
請
手
続
き
不
要
で
、
銀
行

口
座
も
把
握
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
４
３
０
世
帯

に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
議
に
お
い

て
、
す
べ
て
の
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
支
援
制
度
の
適
用
を

求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
、

福
祉
環
境
委
員
会
で
審
査
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
浜
田
市
独
自

対
策
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家

庭
に
支
給
さ
れ
た
特
別
支
援

給
付
金
が
、
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
の
み
に
支
給
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
て
の
陳
情
で
す
。

　
国
の
定
額
給
付
金
は
、
一

律
全
て
の
国
民
に
給
付
さ
れ

ま
し
た
が
、
特
別
支
援
給
付

金
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
支

給
さ
れ
な
い
ひ
と
り
親
家
庭

が
あ
り
ま
し
た
。
休
業
や
雇

い
止
め
な
ど
の
事
情
を
抱
え

た
家
庭
も
あ
る
中
、
格
差
が

生
じ
る
こ
と
が
な
い
「
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
特
別
支
援
給

付
金
」
な
ど
の
給
付
を
要
望

さ
れ
る
内
容
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

問
県
立
大
学
生
の
住
居

に
対
す
る
意
識
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

答
請
願
提
出
者
が
大
学

生
２
０
３
人
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

入
居
し
て
い
る
の
は
、
賃
貸

物
件
77
％
、
学
生
寮
18
％
。

浜
田
市
の
家
賃
は
高
い
と
思

う
か
に
対
し
、
83
％
が
高
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生
向

け
公
営
住
宅
の
入
居
に
対
し

て
は
、
63
％
が
入
り
た
い
と

答
え
て
お
り
、
学
生
の
住
宅

確
保
は
大
き
な
課
題
で
す
。

問
市
は
学
生
の
住
宅
確

保
を
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
？

答
市
営
住
宅
に
入
居
で

き
る
よ
う
入
居
要
件

の
見
直
し
や
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
情
報
の
提
供
、
民
間
社
員

寮
を
学
生
寮
と
し
て
使
用
す

る
な
ど
の
検
討
を
し
て
い
ま

す
。

問
市
は
学
生
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
で

す
か
？

答
県
立
大
学
の
設
置
者

は
島
根
県
で
は
あ
り

ま
す
が
、
浜
田
市
も
「
島
根

県
立
大
学
支
援
協
議
会
」
に

お
い
て
会
長
を
務
め
て
お

り
、
日
頃
か
ら
支
援
に
努
め

て
い
ま
す
。

問
全
て
の
ひ
と
り
親
家

庭
に
支
給
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
か
？

答
市
で
は
現
在
全
て
の

ひ
と
り
親
家
庭
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
の
で
難
し
い
の
で
す
。
た

だ
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

以
外
の
ひ
と
り
親
家
庭
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
て
い
る
と
想
定
さ

れ
、
引
き
続
き
検
討
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

学
生
支
援
に
総
力
を
あ
げ
る

す
べ
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

支
援
制
度
の
適
用
を
求
め
る
陳
情
審
査

6月定例会議 トピックス

大切な人材として支援し、
若い人の定住につなげたい

５月臨時会議で補正予算が
可決され実施された

「ひとり親家庭への特別
支援給付金給付事業」

●目的：新型コロナウイルス感染
症の拡大により経済的な影響を
受けやすいひとり親家庭の生活
を支援するため
●内容：児童扶養手当受給世帯（受

給者本人の所得が扶養親族１人
の場合230万円未満）を対象に、
１世帯10万円を支給



06令和２年９月号

　
雇
用
促
進
住
宅
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
期
間
満
了
に

合
わ
せ
、
令
和
３
年
４
月
１

日
の
譲
渡
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
敷
地
の
確
定
、
民
間

譲
渡
条
件
の
決
定
、
建
物
の

修
繕
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題

が
多
数
残
っ
て
お
り
、
当
初

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
民
間

譲
渡
は
困
難
で
あ
る
と
市
は

判
断
し
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
令
和
３
年

４
月
か
ら
３
年
間
、
指
定
管

理
者
を
改
め
て
公
募
に
よ
り

決
定
し
、
そ
の
期
間
で
譲
渡

条
件
の
整
理
な
ど
準
備
を
進

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
令
和
６
年
４
月

１
日
の
譲
渡
に
延
期
さ
れ
ま

す
。

問
や
っ
と
病
児
保
育
の

再
開
に
向
け
て
動
き

始
め
た
よ
う
で
す
が
、
ど
ん

な
施
設
が
い
つ
頃
ど
こ
に
で

き
る
の
で
す
か
？

答
市
内
の
小
児
科
医
院

や
保
育
所
で
病
児
・

病
後
児
保
育
の
受
け
入
れ
が

見
込
め
な
い
た
め
、
市
役
所

地
階
で
の
休
日
診
療
所
の
医

療
環
境
改
善
を
兼
ね
、病
児
・

病
後
児
保
育
室
と
休
日
診
療

所
を
合
築
し
整
備
し
ま
す
。

利
便
性
を
考
え
市
内
、
田
町

の
君
市
踏
切
近
く
に
、
延
床

面
積
は
１
９
８
平
方
㍍
、
木

造
平
屋
建
と
し
、
令
和
３
年

度
冬
供
用
開
始
を
目
指
し
ま

す
。
冠
水
対
策
で
は
基
礎
を

１
㍍
高
く
し
ま
す
。

問
浜
田
市
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
飲
食
・
宿
泊

応
援
チ
ケ
ッ
ト
が
発
売
さ
れ

ま
す
。
島
根
県
で
も
浜
田
市

よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の
高
い

同
じ
よ
う
な
チ
ケ
ッ
ト
を
発

売
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ど

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
取
組
む
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
飲
食
・
宿
泊

応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
な
ど
七

つ
の
市
単
独
事
業
や
、
懸
案

で
あ
っ
た
病
児
・
病
後
児
保

育
室
の
整
備
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根

の
経
営
安
定
資
金
の
無
利
子

貸
付
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

令
和
２
年
度
浜
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

問
雇
用
促
進
住
宅
と
は

ど
の
よ
う
な
住
宅
で

す
か
？

答
雇
用
促
進
住
宅
と
は

か
つ
て
雇
用
保
険
事

業
の
一
つ
で
、
雇
用
福
祉
事

業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
勤
労

者
向
け
の
住
宅
で
し
た
。

　
し
か
し
、
国
の
方
針
に
よ

り
令
和
３
年
度
に
譲
渡
・
廃

止
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

浜
田
市
は
、
入
居
者
救
済
の

緊
急
処
置
と
し
て
、
10
年
間

の
管
理
を
条
件
に
市
内
４
団

地
３
２
０
戸
を
平
成
22
年
度

に
一
括
購
入
し
ま
し
た
。

問
雇
用
促
進
住
宅
の
家

賃
は
ど
れ
く
ら
い
で

す
か
？

答
雇
用
促
進
住
宅
の
家

賃
に
つ
い
て
は
、
入

居
後
の
年
数
に
よ
っ
て
変
動

し
ま
す
。

小
福
井
団
地
：
１
万
５
２
０

０
円
〜
２
万
３
９
０
０
円

内
田
団
地
：
２
万
３
０
０
円

〜
３
万
４
９
０
０
円

国
府
団
地
：
３
万
１
１
０
０

円
〜
４
万
３
５
０
０
円

金
城
団
地
：
２
万
５
４
０
０

円
〜
３
万
５
６
０
０
円

の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

答
１
冊
６
千
円
分
の
チ

ケ
ッ
ト
が
５
千
円
と

県
に
比
べ
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は

低
い
で
す
が
、
市
内
の
飲
食

店
（
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
）、

宿
泊
施
設
（
宴
会
場
も
可
）

で
利
用
で
き
ま
す
。
登
録
店

も
８
月
２
日
時
点
で
１
５
５

店
舗
と
県
よ
り
多
く
、
利
用

期
間
も
令
和
２
年
７
月
～
令

和
３
年
３
月
（
予
定
）
と
長

い
で
す
。
ま
た
県
の
よ
う
な

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、

１
回
限
り
の
購
入
な
ど
の
制

約
は
な
く
発
売
期
間
も
長

く
、
１
人
何
冊
で
も
購
入
で

き
ま
す
。

雇
用
促
進
住
宅
の
民
間
譲
渡
は
延
期

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
追
加
対
策
や

病
児
保
育
室
整
備
予
算
を
可
決

6月定例会議 トピックス

雇用促進住宅譲渡に向けたスケジュール

内　　容 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
入 居 者 等 へ の 説 明 R2.7～R4.6
敷 地 確 定 R2.7～R4.3
民 間 譲 渡 に 向 け た 修 繕 R3.4～R6.3
譲 渡 条 件 等 の 調 整
（外部有識者等との協議） R3.4～R4.3

最 終 方 針 決 定 R4.4～R4.6
譲 渡 公 募 に 向 け た 準 備 R4.7～R5.3
譲 渡 公 募 R5.4～R5.9
譲 渡 手 続 き R5.10～R6.3
譲 渡（ 所 有 権 移 転 ） R6.4.1

病児・病後児保育室、休日診療所の建設予定地

プレミアム付きはまだ飲食・
宿泊応援チケット



07 令和２年９月号

請願・陳情について審査しました

５月臨時会議及び６月定例会議では賛否が分かれた議案はなく、全ての議案に対して全会一致で可決されました。各議員の賛否
や反対理由は、市議会ホームページをご覧ください。
浜田市議会ホームページ　→　議案等・結果　→　賛否の公開

陳情３件
陳情名や審査の結果は、市議会ホームページをご覧ください。
浜田市議会ホームページ　→　請願・陳情・傍聴　→　請願・陳情の審査結果

議案等の賛否の公開（本会議）

請願の内容 提出者
委員会での審査結果
本会議での審議結果

萩・石見空港活性化に関する請願
萩・石見空港活性化推進協議会 

会長　御神本　康一 
益田市あけぼの本町

採択（総務文教委員会）

採　択

浜田市に在住する学生の家賃負担軽減を
求める請願（総務文教委員会審査分）

宇都木　恒太 
浜田市高田町

採択（総務文教委員会）
採　択

浜田市に在住する学生の家賃負担軽減を
求める請願（産業建設委員会審査分）

宇都木　恒太 
浜田市高田町

採択（産業建設委員会）
採　択

水産加工業の振興に関する請願
浜田中央水産加工業協同組合 
代表理事組合長　和田　浩 

浜田市長浜町

採択（産業建設委員会）

採　択

賛
成　
　
　
　

澁
谷
　
幹
雄

　
こ
の
補
正
予
算
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
市

独
自
の
支
援
策
を
含
む
、

３
億
４
６
６
３
万
５
千
円
の

規
模
で
あ
り
、
迅
速
な
対
応

を
評
価
す
る
。
ま
た
県
資
金

融
資
信
用
保
証
料
費
、
ひ
と

り
親
家
庭
特
別
支
援
給
付
金
、

観
光
事
業
者
感
染
防
止
対
策

費
、
小
中
学
校
体
温
計
消
毒

液
購
入
費
、
市
内
高
等
教
育

機
関
学
生
支
援
費
、
事
業
者

家
賃
補
助
な
ど
の
内
容
も
国

県
の
支
援
策
を
補
完
す
る
内

容
で
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
な
お
、
こ

の
支
援
策
か
ら
漏
れ
た
地
元

事
業
者
や
市
民
が
存
在
し
、

多
く
の
市
民
が
厳
し
い
困
難

に
直
面
し
て
い
る
以
上
、
ふ

る
さ
と
寄
附
基
金
や
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
総

額
10
億
円
以
上
の
規
模
と
な

る
よ
う
、
追
加
の
支
援
策
が

必
要
だ
。

賛
成　
　
　
　

澁
谷
　
幹
雄

　
こ
の
補
正
予
算
は
、
国
の

緊
急
事
態
宣
言
で
経
済
活
動

の
縮
小
と
い
う
多
大
な
影
響

下
に
あ
る
浜
田
市
民
を
救
済

す
べ
く
、
市
独
自
の
支
援
策

を
含
む
３
億
５
千
５
３
０
万

円
の
規
模
で
あ
り
、
事
業
の

い
く
つ
か
は
他
の
自
治
体
が

模
倣
す
る
ほ
ど
先
見
性
が
あ

り
、
評
価
す
る
。

　
た
だ
病
児
保
育
支
援
事
業

は
、
医
療
機
関
の
診
察
を
経

た
児
童
の
み
を
預
か
り
、
急

変
し
た
時
は
保
護
者
が
迎
え

に
来
る
と
い
う
仕
組
み
で
、

魅
力
あ
る
内
容
と
は
言
い
難

い
。
何
よ
り
宇
津
徹
男
前
市

長
が
三
顧
の
礼
を
尽
く
し
て

開
設
を
お
願
い
し
、
病
児
保

育
の
充
実
に
取
組
ん
で
い
た

だ
い
た
斎
藤
先
生
に
対
し
て

の
、
浜
田
市
の
こ
れ
ま
で
の

礼
節
を
な
お
ざ
り
に
し
た
振

る
舞
い
を
鑑
み
れ
ば
、
今
後

医
師
会
と
の
連
携
も
心
も
と

な
い
限
り
だ
。

議案に対して討論を行いました

６
月
定
例
会
議

議
案
第
57
号

「
令
和
２
年
度
浜
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）」

５
月
臨
時
会
議

議
案
第
42
号

「
令
和
２
年
度
浜
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）」

討論とは、会議最終日の表決前に、議案等への賛成・反対意見を表明することです。

市長提出議案６件、議会提出議案０件令和2年5月臨時会議
市長提出議案16件、議会提出議案１件、請願４件令和2年6月定例会議
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調査結果

Q2

Q7

Q8

Q3年齢

Ｑ６回答の理由（主なものを抜粋）

どうしたら議会に声が届くか（主なものを抜粋）

お住まいの自治区

●減らすのが適当だと回答した理由
　・人口が減っている　・財政面から　・他市と比べて多い　・報酬に見合う活動をしていない
　・定数を減らして報酬を上げるべき　・何をやっているかわからない　・少数精鋭
　・議員の資質向上が必要
●現在の24人が適当だと回答した理由　　　　●増やすのが適当だと回答した理由
　・地域の声を届けるため　　　　　　　　　　　　・議員が増えれば小さな地域の声が届くので

アンケートにご協力いただき、また貴重なご意見をお寄せいただき誠にありがとうございました。
市議会に対する厳しいご意見もたくさんいただきましたが、真摯に受け止めて議会改革に努めて
まいります。今回の結果を参考にさせていただき、議員定数等議会改革推進特
別委員会において今後の浜田市に必要な議会の機能と定数について議論し、次
期選挙に向けた方針を打ち出してまいります。なお、アンケート調査結果の詳
細については、浜田市議会のホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

・議員が自ら地域に出向き声を聞く　・市民アンケート　・女性議員、若い議員を増やす　・ＳＮＳの活用
・こちらが聞きたい　・市民の声を届ける箱の設置　・市民と議員が対話する会を設ける
・議員が地域の行事等に参加する

浜田市議会では、来年の10月に行われる次期一般選挙に向けて、議員
定数のあり方について検討を進めています。この度、市民のみなさん
のご意見を参考にするために市民アンケートを実施しましたので、結
果をご報告いたします。
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555
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（人）

項　　目 男性 女性 総計
議会だより 426 227 653
ケーブルテレビ 145 55 200
身近な議員 103 51 154
ホームページ 52 28 80
わからない 37 32 69
その他 14 6 20

総　　計 777 399 1176

09 令和２年９月号

ご協力ありがとうございました！
議員定数等に関する市民アンケート

Q1

Q4 Q6

Q5

性別

議会活動を知る方法 議員定数（現在24人）について

声が届く議員の人数

●アンケート調査の概要
① 対象地域：浜田市内全域　　　② 対 象 者：浜田市民
③ 実施期間：令和２年５月１日～５月31日
④ 調査方法：議会だより57号（令和２年５月１日発行）
　　　　　　 にアンケート用紙を挟み込み （世帯への配布）
⑤ 回答方法：Ａ  アンケート用紙による回答
　　　　　　　　（公民館、本庁・支所、FAX、議員への提出）
　　　　　　 Ｂ  インターネットによる回答
　　　　　　　　（しまね電子申請システム）
⑥ 回 答 数：866件
　　　　　　 （用紙＝348件、インターネット＝518件）

現在の定数



事業年度
区
分

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度以降

継
続

26
百万円

214
百万円

112
百万円

継
続

45
百万円

190
百万円

518
百万円

QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
10令和２年９月号

質
問
現
過
疎
法
が
本
年
度

末
に
終
わ
る
。
新
し
い
過
疎

法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長

検
討
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
本

年
３
月
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
連
で
止
ま
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
先
日
行

わ
れ
た
県
知
事
と
の
ウ
ェ
ブ

会
議
に
お
い
て
、
テ
ー
マ
は

コ
ロ
ナ
で
あ
っ
た
が
そ
の
際
、

過
疎
法
に
つ
い
て
現
状
を
残

し
て
ほ
し
い
、
場
合
に
よ
っ

て
は
延
長
を
し
て
ほ
し
い
と

申
し
上
げ
た
。
ま
た
、
私
が

副
会
長
で
あ
る
過
疎
地
域
対

策
協
議
会
に
お
い
て
、
新
法

へ
の
要
望
取
り
ま
と
め
を
し

て
い
る
。

質
問

先
日
、
状
況
の
似
か

よ
っ
た
安
来
市
・
益
田
市
が

国
会
議
員
へ
要
望
さ
れ
た
と

新
聞
紙
上
で
報
道
さ
れ
た
が
、

浜
田
市
は
こ
の
よ
う
な
直
接

的
動
き
を
さ
れ
な
い
の
か
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
全
産
業
の
景
況
判
断
指
数

が
落
ち
込
み
、
島
根
県
で
も

過
去
最
低
の
マ
イ
ナ
ス
52
と

の
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
国
が
事
業
の
継
続

を
支
え
る
「
持
続
化
給
付
金
」

支
給
制
度
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
僅
か
１
カ
月
で
２
兆
円

を
突
破
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
市
の
現
状
は
。

産
業
経
済
部
長

は
っ
き
り

と
し
た
数
字
は
つ
か
め
な
い

が
、
地
元
の
商
工
団
体
等
の

情
報
か
ら
推
察
す
る
と
、
対

前
年
比
で
売
り
上
げ
の
半
分

以
下
に
落
ち
込
ん
で
い
る
事

業
所
は
、
全
体
の
約
２
割
以

下
と
推
測
し
て
い
る
。

質
問
中
小
の
事
業
者
が
困

窮
し
て
い
る
。
も
っ
と
、
現

場
に
足
を
運
ぶ
べ
き
で
は
。

産
業
経
済
部
長

そ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
最
重
要
課
題

と
し
て
取
組
む
覚
悟
で
あ
る
。

質
問
学
校
教
育
の
遅
れ
を

市
長

県
や
他
市
町
村
と
一

枚
岩
と
し
て
要
望
活
動
を
行

う
べ
く
検
討
し
て
い
る
。

質
問
こ
の
時
期
は
次
期
中

期
財
政
計
画
を
立
て
る
時
期

で
あ
り
、
過
疎
債
が
使
え
な

い
と
今
後
で
き
な
い
事
業
が

出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

副
市
長

未
定
と
は
い
え
、

過
疎
債
の
重
要
性
は
十
分
認

識
し
て
お
り
、
７
月
頃
大
き

な
動
き
を
な
し
、
地
元
国
会

議
員
や
関
係
者
へ
要
望
活
動

を
行
い
、
私
た
ち
が
困
る
状

況
に
な
ら
な
い
よ
う
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

危
惧
す
る
が
。

教
育
長

15
日
の
授
業
日
数

の
不
足
分
を
夏
休
み
短
縮
で

賄
い
、
加
え
て
学
校
行
事
の

見
直
し
や
教
育
活
動
の
工
夫

に
よ
っ
て
学
習
の
遅
れ
が
解

消
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

質
問
学
校
教
育
の
遅
れ
を

取
り
戻
す
た
め
の
方
策
と
し

て
、
国
が
教
科
書
の
一
部
を

家
庭
学
習
用
に
仕
分
け
、
モ

デ
ル
案
と
し
て
提
示
し
て
い

る
。
市
の
活
用
の
考
え
は
。

教
育
長

仮
に
、
新
た
な
臨

時
休
業
が
発
生
し
た
場
合
、

そ
の
時
点
で
活
用
を
考
え
る
。

川か
わ

上か
み

幾い
く

雄お

道み
ち

下し
た

文ふ
み

男お

現
過
疎
法
か
ら

新
過
疎
法
へ
の
動
き
に
つ
い
て

現
場
に
足
を
運
ん
で

落
ち
込
ん
だ
事
業
者
の
支
え
を事業者の支えを！

市市政政をを問問うう 1 5 名 が 論 戦
（ 個 人一 般 質 問 ）

各議員が市民の代表として、市長などに、事
務の執行状況や将来の方針などについて、所
信や疑問をただすことです。
詳しい内容については市議会ホームページで
ご覧いただけます。

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、議員の質問時間を１人当たり15分に短
縮して行いました（本来は１人当たり30分、
答弁を含めて１時間15分で終了します）。
　　また、マスクを着用して質問をしましたが、
本紙では過去の写真を再度利用しています。

個
人
一
般

質
問
と
は

QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。

計画的に事業を実施

（仮称）杵束地区コミュニティー
施設整備事業【弥栄】

3億5,200万円（1億400万円）

歴史文化保存展示施設
整備事業　【浜田】
7億5,300万円（0円）



QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
11 令和２年９月号

質
問

先
日
、
ア
ル
バ
イ
ト

収
入
が
激
減
し
、
生
活
が
困

窮
す
る
学
生
の
家
賃
負
担
軽

減
を
求
め
て
県
大
生
が
請
願

を
行
い
、
当
面
の
措
置
と
し

て
「
給
付
型
支
援
制
度
」
の

創
設
や
県
立
大
学
の
「
緊
急

生
活
支
援
貸
与
制
度
」
へ
の

財
政
支
援
な
ど
を
求
め
て
い

る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

地
域
政
策
部
副
部
長
国
に

よ
る
「
学
び
の
継
続
の
た
め

の
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
」

の
創
設
や
、
国
・
県
に
よ
る

「
高
等
教
育
の
就
学
支
援
制

度
」
の
拡
充
、
前
述
の
県
大

の
新
制
度
創
設
な
ど
、
最
大

で
２
０
０
万
円
程
度
の
給
付

が
可
能
な
諸
制
度
の
活
用
を

お
願
い
す
る
。
市
で
は
、
高

等
教
育
機
関
の
全
学
生
に

１
万
円
分
の
共
通
商
品
券
の

配
布
を
予
定
し
て
お
り
、
今

後
も
可
能
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

質
問
恒
常
的
支
援
と
し
て

①
安
価
な
市
営
住
宅
の
確

保
、
②
安
価
な
寮
の
借
り
上

げ
、
③
給
付
型
奨
学
金
制
度

創
設
も
求
め
て
い
る
が
ど
う

か
。

都
市
建
設
部
長
①
生
活
に

困
窮
す
る
学
生
に
何
ら
か
の

対
応
を
す
る
必
要
は
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
当
面
の
措
置

と
し
て
、
市
所
有
の
住
宅
に

入
居
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

地
域
政
策
部
副
部
長
②
民

業
圧
迫
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
実
現
は
困
難
、
③
前
述
の

国
・
県
の
諸
制
度
を
十
分
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

西に
し

村む
ら　

 

健け
ん

浜
田
市
在
住
の
生
活
困
窮
学
生
に

財
政
支
援
を

個 人 一 般 質 問
質
問
県
購
入
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
機

の
浜
田
市
配
備
は
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
浜
田
地
区

へ
の
配
備
予
定
は
な
い
が
、

今
後
は
要
望
し
て
い
く
。

質
問
市
民
の
安
心
感
の
た

め
に
市
が
購
入
し
て
は
ど
う

か
。

健
康
福
祉
部
長
検
討
し
て

い
く
。

質
問
市
内
福
祉
施
設
の
職

員
さ
ん
た
ち
が
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
疲
弊
し
て
い
る
が
。

健
康
福
祉
部
長
県
の
対
策

が
出
れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

質
問
水
産
浜
田
の
屋
台
骨

を
支
え
て
き
た
加
工
事
業
者

が
苦
し
ん
で
い
る
が
、
緊
急

支
援
す
べ
き
で
は
。

産
業
経
済
部
長
業
界
団
体

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
お

り
、
事
業
継
続
・
売
上
回
復

に
資
す
る
制
度
を
検
討
す

る
。

質
問
コ
ロ
ナ
禍
後
の
久
保

田
ビ
ジ
ョ
ン
を
若
手
後
継
者

に
講
演
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
ぜ
ひ
、
機
会
が
あ
れ

ば
コ
ロ
ナ
禍
後
を
語
り
た

い
。

牛う
し

尾お　

 

昭あ
き
ら

水
産
加
工
業
支
援
と

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
整
備
を
急
げ水産加工業と漁船漁業は表裏一体。支援策が求められる。

質
問
中
期
財
政
計
画
の
次

期
見
直
し
に
あ
た
り
、
根
本

か
ら
考
え
直
す
部
分
も
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
問
う
。

総
務
部
長
財
政
運
営
に
も

多
大
な
影
響
が
あ
る
。
毎
年

度
の
ロ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
影

響
を
反
映
さ
せ
た
い
。
今
後

の
税
収
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
国
の
交
付
金
や
基
金

を
活
用
し
て
財
政
運
営
を
進

め
る
。

質
問
過
疎
地
域
指
定
の
期

限
が
迫
っ
て
い
る
が
、
今
後

指
定
外
に
な
っ
た
場
合
も
想

定
し
た
財
政
計
画
も
必
要
と

考
え
る
が
。

総
務
部
長
現
段
階
で
は
分

か
っ
て
い
な
い
部
分
も
多
く
、

考
え
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な

い
。

質
問
経
済
の
動
き
が
停
滞

す
る
と
業
種
に
よ
っ
て
廃
業
、

倒
産
、
失
業
も
増
え
る
と
思

う
が
、
そ
の
対
策
と
考
え
は
。

産
業
経
済
部
長
国
に
お
け

る
「
実
質
無
利
子
・
無
担
保

融
資
」、「
持
続
化
給
付
金
」、

「
雇
用
調
整
助
成
金
」、
県
の

支
援
策
、
浜
田
市
独
自
の
支

援
策
と
し
て
家
賃
補
助
金
と

観
光
・
交
通
事
業
者
向
け
の

感
染
症
対
策
補
助
を
開
始
し

た
。
今
後
も
国
・
県
の
支
援

策
を
補
完
し
、
市
独
自
の
支

援
策
を
検
討
す
る
。

質
問

企
業
（
事
業
所
）
の

現
場
の
生
の
声
を
聞
き
取
り

し
て
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長
５
月
の
連

休
以
降
、
積
極
的
に
事
業
所

訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

西に
し

田た

清き
よ

久ひ
さ

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
し

大
胆
な
浜
田
市
の
独
自
対
策
を

定員152人の県立大学学生寮

毎年度ローリングが行われる
中期財政計画



QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
12令和２年９月号

質
問
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
感
染
症
と
い
う

災
害
が
発
生
し
た
。
市
で
は

備
蓄
の
マ
ス
ク
を
友
好
都
市

へ
送
っ
た
り
、
市
内
の
高
齢

者
や
妊
婦
に
配
布
さ
れ
た
。

浜
田
自
治
区
内
に
あ
る
備
蓄

倉
庫
は
雨
漏
り
し
て
い
る
も

の
や
、
倉
庫
ま
で
の
道
路
環

境
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
迅
速

に
物
資
を
送
り
出
す
た
め
に

一
カ
所
に
整
備
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
問
う
。

総
務
部
長
集
中
管
理
と
分

散
備
蓄
、
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

備
蓄
倉
庫
は
防
災
上
極
め
て

重
要
な
施
設
な
の
で
、
今
後

も
検
討
し
て
い
く
。

質
問
自
然
災
害
と
感
染
症

の
同
時
発
生
に
備
え
て
、
防

災
計
画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
問
う
。

総
務
部
長
感
染
症
対
策
用

の
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
６

質
問
第
１
弾
の
市
独
自
支

援
策
５
億
７
４
０
０
万
円
の

次
に
、
天
保
の
大
飢
饉
の
時

二
宮
尊
徳
翁
が
小
田
原
藩
の

蔵
米
を
領
民
の
た
め
に
一
斉

放
出
し
た
よ
う
に
、
浜
田
市

も
基
金
を
取
り
崩
し
て
市
民

の
救
済
と
、
支
援
か
ら
漏
れ

て
い
る
地
元
事
業
者
の
救
済

の
た
め
に
、
総
額
10
億
円
以

上
の
支
援
策
に
拡
大
す
べ
き

だ
。

市
長

第
２
弾
、
第
３
弾
を

考
え
れ
ば
、
そ
の
金
額
近
く

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

質
問

事
業
所
へ
の
追
加
支

援
を
拡
大
す
べ
き
で
は
？

産
業
経
済
部
長
追
加
支
援

策
を
検
討
す
る
。

質
問
子
育
て
世
帯
全
般
に

浜
田
市
独
自
の
支
援
を
拡
大

実
施
す
べ
き
で
は
？

健
康
福
祉
部
長
子
育
て
世

帯
全
般
に
対
す
る
市
独
自
の

支
援
策
は
必
要
と
考
え
る
の

で
、
検
討
す
る
。

質
問

市
街
地
（
浜
田
中
心

部
）
下
水
道
整
備
の
新
規
事

業
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
下
水
道
整
備
状
況
は
。

市
長
下
水
道
事
業
は
公
共

水
域
の
水
質
保
全
、
生
活
環

境
の
向
上
に
寄
与
す
る
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
、
膨
大
な
費

用
と
年
月
、
財
源
確
保
な
ど

長
年
の
懸
案
と
認
識
。
合
併

浄
化
槽
を
含
め
た
全
体
の
普

及
率
は
47
・
8
％
で
あ
る
。

質
問
県
内
19
市
町
村
の
内

三
番
目
に
低
く
県
平
均
の

80
・
6
％
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
。
課
題
と
対
応
は
。

上
下
水
道
部
長
接
続
率
が

課
題
。
高
齢
世
帯
・
独
居
世

帯
な
ど
経
済
的
な
問
題
や
、

合
併
浄
化
槽
が
既
に
整
備
さ

れ
て
い
る
な
ど
の
意
見
を
伺

う
が
、
丁
寧
な
説
明
を
し
て

接
続
率
ア
ッ
プ
に
努
め
る
。

質
問
下
水
道
法
第
10
条
に

は
、
供
用
開
始
後
の
公
共
下

水
道
の
接
続
義
務
・
期
間
が

月
中
に
作
成
し
、
自
主
防
災

組
織
等
の
関
係
者
へ
の
配
布

を
考
え
て
い
る
。
防
災
計
画

見
直
し
の
検
討
も
お
願
い
す

る
。

質
問
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
総

合
防
災
訓
練
が
中
止
さ
れ
た
。

感
染
症
を
含
む
訓
練
が
必
要

と
考
え
る
が
、
今
年
度
は
市

民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
ど

う
図
る
の
か
問
う
。

総
務
部
長

６
月
14
日
に
感

染
症
対
策
を
含
む
避
難
所
設

営
訓
練
を
行
っ
た
。
今
後
は

こ
の
訓
練
で
の
経
験
を
地
域

で
広
め
て
い
く
。

質
問
国
の
保
育
料
の
無
償

化
政
策
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
負
担
と
比
較
し
て
年
間

５
千
万
円
以
上
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
。
浜
田
市
は
、
そ
の

財
源
を
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
や
ゼ
ロ
歳
児
か

ら
２
歳
児
ま
で
の
家
庭
保
育

の
支
援
金
支
給
な
ど
、
出
生

数
増
加
対
策
や
子
育
て
支
援

対
策
と
し
て
使
う
べ
き
で

は
？

健
康
福
祉
部
長
保
育
料
無

償
化
の
市
の
負
担
軽
減
額
を

算
定
し
、
最
も
有
効
な
施
策

を
取
り
入
れ
る
。

示
さ
れ
て
い
る
。
合
併
浄
化

槽
は
維
持
管
理
や
臭
気
、
側

溝
清
掃
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

下
水
道
の
メ
リ
ッ
ト
を
示
す

こ
と
で
、
接
続
費
用
や
下
水

道
使
用
料
へ
の
理
解
が
進
む
。

住
民
負
担
の
軽
減
が
接
続
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
方
策
は
。

上
下
水
道
部
長
供
用
３
年

以
内
の
水
洗
便
所
改
造
資
金

の
利
子
助
成
の
ほ
か
、
接
続

向
上
の
た
め
の
新
た
な
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

柳な
ぎ 

楽ら 

真ま

智ち

子こ

澁し
ぶ

谷た
に

幹み
き

雄お

岡お
か

本も
と

正ま
さ

友と
も

自
然
災
害
と
感
染
症

同
時
発
生
の
対
策
は
総
額
10
億
円
、
市
民
救
済
の

支
援
策
拡
大
へ
！
県
内
３
番
目
に
低
い
下
水
道
整
備

普
及
率
は
問
題
だ

避難所設営訓練の様子

下水道終末処理施設

旧三保小学校校舎前の
二宮尊徳翁の幼少期二宮金次郎像

個 人 一 般 質 問



QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
13 令和２年９月号

個 人 一 般 質 問
質
問
自
治
区
制
度
に
代
わ

る
新
制
度
で
は
、
自
治
区
長

の
役
割
を
支
所
長
が
担
う
こ

と
に
な
る
が
、「
市
長
に
直

接
意
見
が
言
え
る
立
場
」
に

支
所
長
が
な
り
得
る
の
か
。

地
域
政
策
部
長
地
域
協
議

会
の
後
押
し
を
受
け
て
、
支

所
長
が
市
長
に
意
見
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

金
城
自
治
区
長
現
在
の
金

城
支
所
長
は
金
城
出
身
者
で

は
な
い
が
、
１
年
か
け
て
私

が
引
き
継
ぐ
。

旭
自
治
区
長

地
域
協
議

会
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、

支
所
長
が
市
長
に
意
見
を
言

う
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。

質
問
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例
の
制
定
と
公
民
館

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

化
に
よ
る
新
制
度
で
、
自
治

区
制
度
の
廃
止
に
よ
る
住
民

の
不
安
を
払
拭
で
き
る
の
か
。

市
長

住
民
の
不
安
払
拭
の

た
め
に
、
新
制
度
移
行
後
の

仕
組
み
に
つ
い
て
丁
寧
に
説

明
し
て
い
く
。

質
問
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例
も
公
民
館
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
も
ま

ち
づ
く
り
の
仕
組
み
で
あ
る
。

新
制
度
で
住
民
の
声
を
市
政

に
届
け
る
行
政
の
仕
組
み
を

示
さ
な
け
れ
ば
、
住
民
の
不

安
は
払
拭
さ
れ
な
い
。

地
域
政
策
部
長
新
制
度
で

団
体
自
治
か
ら
住
民
自
治
へ

ウ
エ
イ
ト
は
移
る
が
、
ど
ち

ら
の
仕
組
み
で
も
住
民
の
声

を
大
切
に
す
る
と
い
う
視
点

は
重
要
で
あ
る
。

西に
し

川か
わ

真し
ん

午ご

住
民
の
声
を
市
政
に
届
け
る

新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
を地域への思いは、いつまでも

消えることなく引き継がれる

質
問
ま
ち
な
か
の
店
が
激

減
し
、
買
物
困
難
者
が
増
え

て
い
る
。
現
状
認
識
を
問
う
。

市
長
商
店
街
は
戦
後
復
興

期
か
ら
高
度
成
長
期
に
か
け
、

地
域
活
性
化
の
中
心
地
と
し

て
貢
献
し
て
き
た
。
近
年
、

車
社
会
や
総
合
ス
ー
パ
ー
の

建
設
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
な
ど
商
店
街
の
業
況
は

厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
ま
ち
な
か
の
商
店
街

を
暮
ら
し
や
す
い
生
活
の
場

と
し
て
地
域
再
生
法
を
活
用

し
活
性
化
を
図
る
べ
き
と
思

う
が
問
う
。

地
域
政
策
部
長
地
域
再
生

法
は
地
域
再
生
計
画
を
作
成

し
、
国
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
で
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
交
付
金
や
手
続
き
の

緩
和
な
ど
の
特
別
措
置
が
あ

る
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
る
た
め
、
行
政
も
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
商
店
街
が
目

指
す
方
向
性
と
一
緒
に
関
わ

り
、
有
効
な
支
援
に
つ
い
て

共
有
し
て
い
く
。

質
問
地
域
再
生
法
改
正
法

の
商
店
街
活
性
化
促
進
事
業

は
行
政
の
役
割
が
重
要
だ
。

地
域
や
商
店
街
の
人
材
や
予

算
も
少
な
い
。
日
南
市
油
津

商
店
街
の
事
例
や
国
の
人
材

バ
ン
ク
の
支
援
を
受
け
、
取

り
組
む
べ
き
と
思
う
が
問
う
。

産
業
経
済
部
長
行
政
と
地

域
一
丸
で
、
そ
こ
に
暮
ら
す

方
々
の
機
運
を
醸
成
し
、
一

番
良
い
方
法
を
模
索
し
た
い
。

野の

藤ふ
じ　

 

薫か
お
る

生
活
の
場
と
し
て
の

「
ま
ち
な
か
」
を
再
生
す
べ
き市内の頑張る食料品店

質
問

市
の
コ
ロ
ナ
対
応
の

状
況
に
配
慮
し
、
今
回
は
山

水
海
を
代
表
し
て
質
問
す
る
。

浜
田
市
に
お
け
る
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り
の
重

要
な
視
点
は
。

市
長
今
後
、
社
会
や
経
済

の
仕
組
み
は
大
き
く
変
わ
る

だ
ろ
う
。
鍵
に
な
る
の
は
情

報
通
信
環
境
の
整
備
。

質
問
仕
事
が
ど
こ
で
も
で

き
る
と
な
れ
ば
、
定
住
条
件

に
お
け
る
医
療
、
教
育
、
地

域
文
化
な
ど
の
優
先
順
位
が

高
く
な
る
と
考
え
る
。
今
年

度
、
定
住
関
係
人
口
推
進
課

を
新
設
さ
れ
た
が
、
取
組
内

容
に
変
化
が
あ
る
か
。

地
域
政
策
部
長
地
域
文
化

と
は
単
な
る
歴
史
や
伝
統
で

は
な
く
、
そ
の
土
地
の
人
々

の
暮
ら
し
。
こ
の
状
況
を
発

信
し
て
つ
な
げ
て
い
く
と
い

う
役
割
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
窓
口
も
設
置
し
た
。

質
問
今
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
応

援
す
る
前
向
き
な
姿
勢
が
若

者
や
企
業
を
引
き
付
け
る
。

事
業
を
起
こ
し
や
す
い
制
度

の
充
実
を
求
め
る
。

市
長
起
業
家
を
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

質
問
状
況
が
大
き
く
変
わ

り
、
年
度
当
初
の
施
政
方

針
、
教
育
方
針
を
見
直
す

か
。

市
長
方
向
感
は
変
わ
ら
な

い
。
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
は

精
査
が
必
要
。
浮
い
た
財
源

は
コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て
る
。

教
育
長
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
の
環

境
整
備
は
前
倒
し
で
進
め

る
。

三み

浦う
ら

大ひ
ろ

紀き

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
視
点
は
？

今後、小・中学生に１人
１台貸与されるタブレッ
ト端末（写真はイメージ）



QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
14令和２年９月号

質
問
休
校
に
よ
り
給
食
提

供
の
な
か
っ
た
日
数
の
給
食

費
に
つ
い
て
還
付
や
調
整
な

ど
が
な
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

経
済
事
情
の
悪
化
に
伴
う
給

食
費
減
免
や
無
料
化
の
検
討

に
つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長
給
食
費
の
調
整

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

の
３
月
の
臨
時
休
業
14
日
分

は
還
付
ま
た
は
４
月
分
徴
収

額
を
減
額
で
対
応
が
完
了
し

て
い
る
。
令
和
２
年
度
の
４

月
か
ら
５
月
の
10
日
分
に
つ

い
て
は
、
夏
休
み
が
短
縮
す

る
こ
と
に
伴
い
７
月
・
８
月

の
給
食
実
施
日
数
を
11
日
間

増
や
す
た
め
、
年
間
給
食
実

施
日
数
は
ほ
ぼ
同
じ
日
数
と

な
る
の
で
年
度
末
に
調
整
を

行
う
。
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
負
担
が
困
難
な
場
合
は
無

料
化
で
は
な
く
、
準
要
保
護

に
係
る
就
学
援
助
制
度
や
生

活
保
護
制
度
に
よ
り
対
応
し

た
い
。

質
問
年
度
初
め
に
申
請
手

続
き
に
つ
い
て
通
知
が
さ
れ

る
が
、
今
回
の
よ
う
に
急
激

な
減
収
な
ど
に
よ
り
生
活
に

追
わ
れ
、
気
が
回
ら
な
い
場

合
も
あ
り
得
る
。
県
は
県
立

高
校
生
に
改
め
て
案
内
文
書

を
配
っ
た
が
、
市
で
は
プ
リ

ン
ト
を
配
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
部
長
就
学
援
助
制
度

は
年
度
途
中
で
の
受
付
も
可

能
で
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
つ
い
て
も
申

請
の
対
象
と
な
る
。
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
も
含
め
し
っ
か

り
周
知
し
た
い
。

小お

川が
わ

稔と
し

宏ひ
ろ

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
影
響
に
よ
る

給
食
費
の
考
え
方子どもたちの食を支える給食センター

持続化給付金の支援窓口

雇用促進住宅内田団地

個 人 一 般 質 問

質
問
国
や
県
の
補
正
予
算

が
で
き
、
市
と
し
て
新
し
く

ど
の
分
野
に
ど
の
よ
う
な
施

策
を
打
ち
出
す
の
か
。 

総
務
部
長
第
２
弾
の
独
自

支
援
策
を
検
討
し
て
お
り
、

国
や
県
の
支
援
制
度
で
カ
バ

ー
で
き
な
い
こ
と
、
浜
田
市

の
地
域
特
性
か
ら
必
要
な
も

の
な
ど
、
早
い
段
階
で
示
し

た
い
。

質
問
売
上
減
少
が
50
％
に

満
た
ず
、
持
続
化
給
付
金
の

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
者
に

対
す
る
、
市
独
自
の
支
援
策

は
。

産
業
経
済
部
長
売
上
げ
が

50
％
未
満
の
事
業
者
に
対
す

る
給
付
金
な
ど
、
国
県
の
制

度
を
補
完
す
る
支
援
策
を
検

討
し
た
い
。 

質
問
雇
用
調
整
助
成
金
は

休
業
補
償
金
と
し
て
、
働
く

人
が
申
請
で
き
る
が
、
市
と

し
て
の
支
援
体
制
は
。

産
業
経
済
部
長
支
援
相
談

▼
雇
用
促
進
住
宅
民
間
譲
渡

質
問
雇
用
促
進
住
宅
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

入
居
の
際
、
説
明
が
な
さ
れ

て
い
た
の
か
問
う
。

都
市
建
設
部
長
国
か
ら
購

入
し
た
当
時
の
入
居
者
は
10

年
後
の
廃
止
を
ご
存
じ
だ

が
、
そ
の
後
の
入
居
者
に
は

市
の
落
ち
度
で
説
明
し
て
い

な
い
。

質
問

３
月
に
示
さ
れ
た
、

来
年
４
月
の
民
間
譲
渡
は
本

当
に
で
き
る
の
か
問
う
。

都
市
建
設
部
長
順
次
、
説

明
会
を
行
い
、
課
題
は
あ
る

が
、
必
要
な
対
策
や
準
備
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
入
居
者
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
連
帯
保
証
人
確
保

は
、
２
年
ご
と
の
更
新
で
は

な
く
継
続
に
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長
賃
貸
条
件

が
変
わ
ら
な
く
な
る
５
年
目

以
降
は
、
連
帯
保
証
人
を
継

続
と
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

窓
口
を
設
置
し
、
休
業
補
償

金
な
ど
働
く
人
を
支
援
し
た

い
。 

質
問
雇
用
状
況
が
悪
化
し

て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
具

体
的
な
対
策
は
。

産
業
経
済
部
長
有
効
求
人

倍
率
も
悪
化
し
、
６
月
以
降

も
厳
し
い
。
働
く
人
や
事
業

者
に
丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
応
し
た
災
害
避
難
所

な
ど
具
体
的
な
災
害
対
策
は
。

総
務
部
長

避
難
方
法
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
防
犯

メ
ー
ル
、
チ
ラ
シ
全
戸
配
布

で
周
知
し
、
避
難
所
設
営
訓

練
の
実
施
、
防
災
物
資
の
備

蓄
な
ど
進
め
た
い
。

▼
学
校
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

質
問
子
ど
も
へ
の
１
人
１

台
の
端
末
整
備
を
推
進
す
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

に
つ
い
て
、
国
は
令
和
５
年

度
の
達
成
を
目
指
し
て
い
た

が
、
感
染
症
対
応
の
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
実
現
の
た
め
今
年

度
内
の
実
施
を
目
指
す
と
し

た
。
市
の
取
組
を
問
う
。

教
育
部
長
３
月
定
例
会
議

で
小
中
学
校
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

な
ど
整
備
す
る
「
校
内
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
」

が
可
決
さ
れ
た
。
年
度
内
の

整
備
完
了
を
目
指
し
、
９
月

定
例
会
議
で
端
末
１
人
１
台

配
備
の
予
算
を
提
案
予
定
。

芦あ
し

谷た
に

英ひ
で

夫お

佐さ

さ々

木き 

豊と
よ 

治は
る

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
策
は

市
民
に 

事
業
者
に 

向
き
合
え
雇
用
促
進
住
宅
民
間
譲
渡
は

予
定
通
り
で
き
る
の
か



＊議長なんでもメールはこちらから▶︎▶︎▶︎
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広報広聴機能の充実に向けて、

新たな取組をはじめます

地域井戸端会 中止のお知らせ

　市民の皆さまから市政へのご意見をお伺いすることを目的に、例年５月に開催しております地域井戸

端会ですが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から10月に延期する計画としておりました。

　しかしながら収束の兆しが見えず、現状での参集型及びワークショップ形式での同会開催は避けるべ

きと判断しました。早い収束を願うばかりですが、新型コロナウイルス感染症の状況に配慮した上で、

市民の皆さまからのご意見を伺うことができる別の手法について、議会広報広聴委員会の中で検討して

まいります。

　何卒ご理解いただきますよう、お願い申し上げます。

●議会だよりでアンケートを実施します！
　今号から、議会だよりを活用してアンケートを実施します。議会だよりの巻末にアンケート用紙を用

意しました。簡単な設問のほか、自由意見欄も設けています。回収箱は市内26か所の公民館に令和２

年８月末に設置し、定期的に議員が回収します。お寄せいただいたご意見などにつきましては、次号で

ご紹介するとともに、議員間で共有させていただきます。

●はまだ議会だよりminiを発行します！
　年４回発行される議会だよりの合間に「はまだ議会だよりmini」を発行します。

ウェブ版として浜田市議会ホームページに掲載します。委員会での政策討論の状況や

視察報告などをお伝えしていきます。ぜひご覧ください！

個 人 一 般 質 問
質
問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、

観
光
振
興
の
取
組
を
問
う
。

市
長

当
面
、
県
内
お
よ
び

広
島
方
面
か
ら
観
光
客
が
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
組
み
、

観
光
・
交
通
事
業
者
の
感
染

防
止
対
策
に
対
し
て
補
助
を

行
い
、
７
月
か
ら
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
は
ま
だ
飲
食
・
宿
泊

応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
と
収

束
後
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

と
し
て
、「
ウ
エ
ル
カ
ム
商

品
券
」
の
贈
呈
も
計
画
し
て

い
る
。

質
問
四
国
の
バ
ス
事
業
者

が
企
画
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン

バ
ス
ツ
ア
ー
」
は
、
自
宅
に

い
な
が
ら
観
光
地
を
旅
す
る

バ
ス
に
乗
ら
な
い
ツ
ア
ー
で
、

「
石
見
神
楽
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
新
し
い
旅
の
取
組
と

し
て
各
テ
レ
ビ
局
で
紹
介
さ

れ
話
題
に
な
っ
た
が
、
こ
の

取
組
を
ど
う
生
か
し
て
い
く

の
か
問
う
。

産
業
経
済
部
長
こ
の
ツ
ア

ー
で
の
取
組
を
広
く
周
知
し
、

協
力
さ
れ
た
地
元
旅
行
事
業

者
は
「
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
次
の
展
開
を
考
え
て
い

る
」
と
の
こ
と
な
の
で
、
本

市
と
し
て
支
援
す
る
。

質
問
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
見
え

た
新
し
い
定
住
の
取
組
は
。

地
域
政
策
部
長
テ
レ
ワ
ー

ク
の
流
れ
が
定
着
す
れ
ば
課

題
は
あ
る
が
、
定
住
相
談
に

お
い
て
新
た
な
生
活
ス
タ
イ

ル
（
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
）
な
ど
、

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

布ふ

施せ

賢け
ん

司じ

オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は

新
し
い
旅
の
取
組
だ
！現地案内で協力される地元旅行事業者



＊最寄りの公民館の回収箱へ投函ください。ウェブでのご回答はこちらから。　⇒
　集計の都合がありますので、９月末日までにご回答をお願いします。

　

今
、
私
た
ち
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
経

験
の
事
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

浜
田
市
議
会
で
も
６
月
定
例
会

議
は
個
人
一
般
質
問
の
時
間
や

様
々
な
会
議
の
形
を
変
え
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
実
施
さ
れ
た
議
員
定

数
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
見
る
と
、
市
議

会
の
情
報
を
得
る
手
段
と
し

て
一
番
多
か
っ
た
の
が
議
会

だ
よ
り
で
し
た
。
議
会
活
動

の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

今
後
、
議
会
広
報
広
聴
委
員

会
と
し
て
、
1
人
で
も
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
待
ち
望

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ワ

ク
ワ
ク
す
る
紙
面
づ
く
り
に

取
組
み
ま
す
。

（
記　

村
武
ま
ゆ
み
）

【
編
集
委
員
】

委
員
長　

三
浦　

大
紀

副
委
員
長　

西
川　

真
午

委　
　

員　

村
武
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　

川
上　

幾
雄

　
　
　
　
　

小
川　

稔
宏

　
　
　
　
　

野
藤　
　

薫

　
　
　
　
　

笹
田　
　

卓

　
　
　
　
　

芦
谷　

英
夫

　
　
　
　
　

佐
々
木
豊
治

　
　
　
　
　

澁
谷　

幹
雄

★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
あ
た
り
46
・
46
円（
税
込
）で
で
き
て
い
ま
す
。

9月定例会議開催予定
日 月 火 水 木 金 土
8/30 31 9/1

開会
議案の提案説明

2
個人一般質問

3
個人一般質問

4
個人一般質問

5

6 7
個人一般質問

8
議案質疑

9
総務文教委員会

10
福祉環境委員会

11
産業建設委員会

12

13 14
予算決算委員会
（９月補正審査）

15
休会

16
休会

17
予算決算委員会
（決算審査総務文
教関係）

18
予算決算委員会
（決算審査福祉環
境関係）

19

20 21
敬老の日

22
秋分の日

23
予算決算委員会
（決算審査産業建
設関係）

24
予算決算委員会
（予備日）

25
休会

26

27 28
予算決算委員会
（付帯意見協議）

29
表決
閉会

30 10/1 2 3

表紙について

あ
と
が
き

はまだ議会だより読者アンケート
Q1  あなたの　お住まい（　　　　　　　　　　町　）、年齢（　　　　　　）、　性別（　　　　　　）

Q2  浜田市議会のコロナ対策についてどう思いますか？（今号２ページをご参照ください）

　　　　　大いに評価できる　　　評価できる　　　どちらとも言えない　　　評価できない　　　全く評価できない

Q3  自由意見（Q2に関するご意見や、今号の議会だよりのご感想、浜田市議会へのご意見など）

キリトリキリトリ


